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◎詳しくは、「北海道農村新聞」（年間購読料 1,800 円・税込）をご覧ください 
 お申込み・お問い合わせは道農連事務局（TEL:011-241-5416） 

北海道独自の主要農作物種子条例制定を 

道農連は第２回執行委員会おいて、主要

農作物種子法廃止に伴う道産種子の生産

及び普及体制の確立に向けて、新たに「北

海道主要農作物種子条例」の制定を視野に

運動を進めることを決めた。 

今後の具体的取組みについては、道庁農

政部との意見交換を踏まえ、６月以降の市

町村議会（第２回定例会または第３回定例

会）における要望意見書の採択運動を図る

とともに、道議会各会派へ要請を行う。 

４月の活動記録（上記以外） 
２日 道農業青色申告会会計監査 
９日 道てん菜協会企画調整部会 

１１日 道「農」ネットワーク事務局会議 
１６日 卸売市場法改正案など説明会 
１７日 三役会議 
１８日 J ミルクブロック会議 
２３日 種子法廃止後の対応に関する農政部との 

意見交換 
第１回てん菜・てん菜糖合理化検討委員会 

    楽酪 GO 事業説明会 
２４日 アジア・アフリカ支援米作付け農家との 

打合せ 
２６日 ホクレン H30 年度補助事業に係る説明会 
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道農業青色申告会第９回総会を開催 

道農連や道中央会などで構成する道農業

青色申告会（会長：中原浩一・道農連書記

長）は４月６日、札幌で第９回定期総会を

開催し、中原会長が再任された。 

また、総会後に税研修会を行い、札幌国

税局、北海道税理士会の担当者より講演を

行い、税制改正や相続時精算課税制度など

について学習を深めた。 

ＴＰＰ１１協定批准反対の緊急要請行動を実施 

道農連は第２回執行委員会において、Ｔ

ＰＰ１１協定承認案が早ければ４月中にも

衆議院を通過する可能性があったため、衆

議院議長及び外務・農水委員長、道選出国会

議員に対し、批准反対を求める緊急要請行

動を各地区・市町村組織から実施すること

を決めた。 

これを受けて、徹底した審議を行うとと

もに、日本農業に多大な影響を与える安易

な承認は行わないことを求めた。 

なお、参議院に対しては、審議を見ながら

同様の要請行動を実施する。 

ＴＰＰ１１協定の国会批准反対など春闘方針を決定／第２回執行員会 

道農連は４月１７日、第２回執行委員会を開催し、春闘の基本農政対策方針や業態別運

動方針などを決定した。春闘：基本農政対策では、ＴＰＰ１１及び日ＥＵ・ＥＰＡ協定の

国会批准反対運動の推進をはじめ、農業・農協改革対策（関連法案対策含む）、３１年度予

算概算要求対策、真の農政改革の検証の４点を柱に運動を進めることを決めた。 

業態別対策では、６月に開催する各対策委員会で、政策提言項目をまとめ、６月２９日

の第３回執行委員会で最終決定する。 

天北地区農連総会で井田委員長が再任 

天北地区農民連盟（井田和明委員長）は４

月１０日、第４６回定期総会をＪＡ稚内会議

室で開催した。総会では、平成２９年度活動

報告及び３０年度の運動方針などを承認。 

役員改選では、井田委員長と中島書記長が再

任され、副委員長には梅津孝行氏が新たに就

任した。 

総会終了後には、「農業災害補償制度に関

する学習会」を行い、ＮＯＳＡＩ道央宗谷支

所の担当者より、制度の見直しに伴う家畜共

済の取扱いなどについて説明した。 

５月の活動予定 

１日 第 89 回全道メーデー大会 
９日 道てん菜協会大型全自動播種機実証視察 

研修（～１０日、津別町） 
２２日 各地区事務局会議 
２４日 道てん菜協会定期総会・理事会 


